
第２回国分寺市環境基本計画 市民ワークショップ

背景画像：Google Earth

令和５年10月1日
国分寺市まちづくり部まちづくり計画課



環境基本計画とは・・・

環境の要素には、「自然環境」「地球環境」「都市環境」
「生活環境」「環境教育・環境学習」など、様々なものが
あります。国分寺市環境基本計画は、こうした様々な環境
の分野に関する市の環境施策を総合的かつ計画的に進める
ための計画です。

現行の計画が令和７年３月で終了することから、これまで
の計画期間における社会情勢の変化や課題を踏まえ、これ
らに対応した新たな計画づくりに取り組んでいます。
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ワークショップ開催の目的

                     
                      
                      
                      
                      
                      
               

      
                

    
            

       
                 

    

    

    

    

         

 

 

 

 

 

 

 

   

   

   

第２回ワークショップでは、「生活環境」と「環境教
育・環境学習」をテーマに、国分寺市の環境の現状の
課題整理とアイデア出しへのご協力をお願い致します。

改定の背景
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ワークショップの進め方

            
              

           
            

           
              

           
     

         

          

     

         

           
          

第１回、第２回ワークショップは「現状の課題整理・アイデア出し」、
第３回は「望ましい将来像・基本方針」について議論する予定です。
第４回は「具体的取組」、第５回は「具体的取組・目標設定」につい
て、意見交換する予定です。開催日時は市報やHP等でお知らせします。
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第１回のワークショップの様子

令和７年３月頃予定

令和６年11月頃

第２回10月1日
現状の課題整理・アイデア出し

第３回11月25日
望ましい将来像・基本方針

本日

実施済み

市民ワークショップ（全５回）



10：00～ 10：05 あいさつ、企画説明

10：05～ 10：25 話題提供（「生活環境」、「環境教育・環境学習」）

アイスブレイク（自己紹介）

テーマ１「生活環境」

STEP 1 現状（強み（良いところ）・弱み（課題））について

10：25～ 12：00 STEP２ 課題の整理（改善策のアイデア出し）について
STEP３ 意見のとりまとめ

（適宜途中休憩） テーマ２「環境教育・環境学習」

STEP４ 現状（強み（良いところ）・弱み（課題））について
STEP５ 課題の整理（改善策のアイデア出し）について
STEP６ 意見のとりまとめ

12：00～ 12：30 グループごとの発表

12：30 閉会のあいさつ

参加者アンケート・第３回ワークショップのお知らせ

今日のプログラム（検討テーマ「生活環境」「環境教育・環境学習」）
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※終了時間が前後する場合がありますので、ご了承ください。



生活環境

１． 暮らしの快適さと安全・安心に関する取組

２． トピックス： グリーンインフラ

5

（暮らしの快適さ、安全・安心）
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⚫大気環境分析調査

五日市街道

府中街道

国分寺街道

戸倉通り

多喜窪通り

熊野神社通り内藤街道

すべての調査地点で環境基準を満たしていました。

調査項目
R4年度
判定

二酸化窒素（NO2) 〇

一酸化炭素（CO） 〇

二酸化硫黄（SO2） 〇

浮遊粒子状物（SPM） 〇

PM2.5 〇

市内７つの調査地点で毎年定期的に
調査を実施しています。

気象観測器 メーター

出力

出典：令和4年度事務報告書

※判定の「〇」の表記は、調査項目のごとに設定されている環境基準を満
たしていること

１．暮らしの快適さと安全・安心に関する取組
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⚫騒音・振動調査 市内７つの調査地点で毎年定期的に
調査を実施しています。

図 調査ポイントにおける騒音調査の結果

(dB)

騒音調査では、要請限度は下回りましたが、複数地点（五日市街道

（夜のみ）、内藤橋街道、戸倉通り、熊野神社通り）で環境基準を超過しました。
振動調査では、要請限度・環境基準を満たしていました。

五日市街道

府中街道

国分寺街道

戸倉通り

多喜窪通り

熊野神社通り内藤街道

出典：令和4年度事務報告書

環境基準：環境基本法第16
条に基づく、維持されるこ
とが望ましい目標値
要請基準：公安委員会に交
通規制措置を要請するかど
うかの限度を示す値
要請基準＝環境基準+5dB

１．暮らしの快適さと安全・安心に関する取組
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⚫水質調査

東経大新次郎池
押切橋

真姿の池

一里塚橋

鞍尾根橋

すべての調査地点で環境基準を満たしていました。

調査項目
R4年
判定

pH（水素イオン濃度）酸性・アルカリ性の度合い 〇

BOD（生物化学的酸素要求量）有機物量 〇

SS（浮遊物質）水に溶けない水中の粒子の量 〇

DO（溶存酸素量）生物の呼吸に必要な水中の酸素量 〇

その他項目（湧水２地点における地下水の水質汚

濁に係わる環境基準）
〇

野川３地点で年７回、湧水の２地点
で年６回、姿見の池で年１回、それ
ぞれ実施しています。

姿見の池

野川

野川

湧水

姿見の池

出典：令和4年度事務報告書

※判定の「〇」表示は、調査項目のごとに設定され
ている環境基準を満たしていること

１．暮らしの快適さと安全・安心に関する取組



9

⚫水道水における有機フッ素化合物（PFOS、PFOA）の情報提供（市HP）

出典：東京都水道局ホームページ

※水質管理目標設定項目として給水栓水(蛇口)において、暫定目標値（合算で50ng/L）が設定されています。
50ng/Lは体重50kgの人が一生涯にわたりこの濃度の水を1日当たり2Lの量を摂取したとしても、健康に対
する有害な影響が現れないと考えられる値とされています。

平成22年度以降、市内の水道事業はすべて東京都水道局に移管しています。

東京都水道局では「PFOS及びPFOAについては、国の暫定目標値を下回っており、
水質の安全性に問題はありません」との見解を示しています。

給水エリア
PFOS及びPFOAの合計（暫定目標値：合算で50ng/L）

4～6月 7～9月 10～12月 1～3月

東恋ヶ窪配水所 5ng/L未満 5ng/L未満 5ng/L未満 5ng/L未満

国分寺北町給水所 14 ng/L 7 ng/L 6 ng/L 7 ng/L

１．暮らしの快適さと安全・安心に関する取組
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〇クリーン運動
国分寺市民クリーン運動実行委員会を主体に毎年11月に開催
している市民の公共場所での一斉清掃活動のこと

〇喫煙マナーアップキャンペーン
国分寺駅において、商店会、東京経済大学、関係団体等と
協働でポイ捨ての防止及び路上喫煙に関する規制の啓発等、
マナーアップキャンペーンを毎月実施。

〇駅前放置自転車クリーンキャンペーン
放置自転車の撤去活動を強化するとともに、啓発用ティッ
シュ配布とともに放置自転車のマナー向上を呼びかける駅
頭広報活動を毎月10月に実施。

クリーン運動の活動の様子

駅前放置自転車クリーン
キャンペーンの活動の様子

国分寺の環境美化の取組状況

１．暮らしの快適さと安全・安心に関する取組



２． トピックス： グリーンインフラ
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コンクリートなどの限りある資源を活用したインフラ整備（グレーインフラ）ではなく、自然が持つ多
様な機能を賢く活用することで持続可能なインフラ整備を行うこと。地球温暖化の緩和や浸水対策、
生きものの生息・生育空間の提供など、環境への効果が期待されている。

＜雨庭（あめにわ）＞ ＜雑木林（防風林）＞



環境教育・環境学習

１．環境教育・環境学習に参加したことはありますか

２．どうしたら自分自身の環境への行動変容が起きるのか

３．市の環境教育・環境学習に関する取組

４．他自治体、団体の環境教育・環境学習に関する取組
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１． 環境教育・環境学習に参加したことはありますか

質問１ あなたは、過去一年間に、体験型（自然観察会、クリーン運動等）
の環境教育・環境学習活動に参加したことがありますか？

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20代

30代

40代

50代

60代

70代以上

現在参加している

参加したことがある

参加したことはないが参加したい

参加したいことはなく参加しよう

と思わない

環境省 平成２０年度環境にやさしい
ライフスタイル実態調査

参加意欲があ
るの人は
４～６割に
留まっている

※年齢を重ね
ると意識が高
まる傾向は、
体験型以外も
同様



0% 20% 40% 60%

活動資金が足りない

活動への参加人数が少ない

活動を主導する人がいない

自分が何をしたらいいのか分からない

その他

特に問題があるとは思わない

20代
30代
40代
50代
60代
70代以上
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質問２ （参加経験者に聞きます）民間団体への活動に当たり、あなたが感じ
た問題点はどのようなものですか？

環境省 平成２０年度環境
にやさしいライフスタイル
実態調査

すべての世代で参加者不足を
問題点に挙げている

１． 環境教育・環境学習に参加したことはありますか
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環境問題はすべての人が関係者であり、責任がある

人間活動が原因で様々な環境問題が深刻化

地球温暖化 森林破壊

海水温上昇による
サンゴの白化 環境汚染

経済

環境

社会

企業 個人
資源

回復 被害

廃棄

負荷

保全

訴え働きかけ

生産 消費

出典：図解総研、国立環境研究所

２．どうしたら自分自身の環境への行動変容が起きるのか
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２．どうしたら自分自身の環境への行動変容が起きるのか

人が行動を変える場合は５つのステージ（段階）があります

事
例

食
ロ
ス
削
減
の

行
動
変
容
の
段
階

世界の問題を知
り、「自分も何
とかしなけれ
ば」と思う。

自分にも削減で
きる食品ロスが
意外に多いこと
を知る。

買い物、収納、
保存などの具体
的知識を学び、
様々な工夫を知
る。

ごみと家計の無
駄が減り、暮ら
しがスムーズに
なったことを実
感する

無関心期 関心期 準備期 実行期 維持期

出典：「消費者教育推進プロジェクト」鳴門教育大学

見る、知るを経ないと行動には移らない
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３．市の環境教育・環境学習に関する取組の紹介

⚫環境シンポジウム
市と環境ひろばが協働して毎年実施
している環境に関する講演会

⚫環境ひろば
市民・事業者・市が環境をテーマとし
て自由に意見交換する場である。誰で
も参加可能。
時間：毎月第３日曜日 場所：市役所

ニュース発行 見学会

【湿地・里山保全見学】
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３．市の環境教育・環境学習に関する取組の紹介

３R講座

講演会 分別体験

市のごみ処理、リサイクルの現状と処理について理解を深め、市民と市が
協働して地域のごみ問題を解決するために、ボランティアリーダーの育成
を目的として実施。
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⚫夏休みこども自然教室

小学生を対象に西恋ヶ窪緑地
（エックス山）を探索しながら、
植物や昆虫などの自然観察等を通
じて自然にふれあい・学ぶ体験学
習。

３．市の環境教育・環境学習に関する取組の紹介

西恋ヶ窪緑地における過去の夏休みこども自然教室の様子
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⚫身近な生きものさがし

ツバメ、カブトムシなどの市内の身
近な生きものの目撃情報を収集し、
生きものの関心を高めることを目的
とした取組。

春・夏編と秋・冬編に分けて年に２
回実施しており、市民のみなさまか
ら提供いただいた情報は、報告書と
して市HPに掲載している。

令和4年度報告書春・夏編（写真）

３．市の環境教育・環境学習に関する取組の紹介



３．市の環境教育・環境学習に関する取組の紹介
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⚫「姿見の池アメリカザリガニ捕獲大作戦」

環境アドバイザー 講師 林鷹央さん

小学生を対象にした体験型イベント。

環境アドバイザーの講師をお迎えしア
メリカザリガニが日本に生息している
理由、生態系に及ぼす影響、ペットを
飼う心構えなどについて学習する。

学習後、釣り形式でアメリカザリガニ
を捕獲し、生物多様性と命について子
どもたちが考えるきっかけづくりを目
的に実施している。
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４．他自治体、団体の環境教育・環境学習に関する取組

かつしか生きものトランプ
⚫東京都葛飾区葛飾区生物多様性推進協議会（区、事業者、区民の協働設立）

区内に生息・生育する生きものや自然
環境に対する関心・興味が芽生えるよ
うに、生きものの写真を使用したトラ
ンプを作成。トランプを活用した小学
校等への出前授業を行っている。

小学校への出前授業の様子
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４．他市町村、団体の環境教育・環境学習に関する取組

市民版環境配慮指針「こだいらゼロカー本」

●東京都小平市エコダイラネットワーク

小平市の環境、ひいては地球環境を良くしてい
きたいと思いで集まった市民により作成された
冊子。
みんなで楽しくゼロカーボンを目指すことに視
点を置いて作成されており、みんなの行動はど
れだけ省エネ効果があるのか、いくら家計費が
お得になっているのかなど楽しく省エネできる
内容になっている。
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４．他市町村、団体の環境教育・環境学習に関する取組

⚫東京いきもの調査団 2023夏編
東京都×「BIOME」(株)バイオーム

東京都が、株式会社バイオームと連携して、
スマートフォンのアプリ「BIOME（バイオー
ム）」を活用した誰もが手軽に楽しめる生き
もの調査を実施。
「東京いきもの調査団」は、東京の生物多様
性を守るために、都民に生きもの調査団に参
加してもらい、野生生物リスト（野生生物目
録）を作成するプロジェクトである。


